
北
春
日
部
駅
周
辺
地
区
で
は
、

良
好
な
立
地
環
境
を
活
か
し
て
子

育
て
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
に
と
っ

て
生
活
し
や
す
い
戸
建
て
住
宅
を

中
心
に
、
医
療
や
福
祉
、
商
業
等

の
生
活
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
駅
を
中
心

と
し
た
安
全
で
利
便
性
の
高
い
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

区
域
内
は
、
約
３
，
０
０
０
人

が
居
住
す
る
約
１
，
０
０
０
戸
の

低
層
住
宅
を
展
開
し
、
一
区
画
が

大
き
く
ゆ
と
り
の
あ
る
住
宅
地
を

形
成
し
ま
す
。
ま
た
、
か
え
で
通

り
の
両
側
に
は
商
業
施
設
（
商
業

ゾ
ー
ン
）
や
生
活
利
便
施
設
（
暮

ら
し
の
質
向
上
ゾ
ー
ン
）
を
配
置

し
ま
す
。

こ
の
実
現
に
向
け
て
、
本
地
区

で
は
土
地
所
有
者
と
市
が
協
働
し

北
春
日
部
駅
周
辺
地
区
で
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
土
地
所
有
者
が
組
合

に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
を
目
指
し
、
北
春
日
部
駅
周
辺

地
区
土
地
区
画
整
理
準
備
会
を
組

織
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
企
業

の
技
術
力
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

事
業
協
力
者※

を
積
水
化
学
工
業

株
式
会
社
、
清
水
建
設
株
式
会
社

に
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業

の
事
業
化
に
向
け
て
、
都
市
計
画

の
協
議
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※

事
業
協
力
者
・
・
・
総
会
で
選
定

さ
れ
た
、
本
事
業
に
対
し
て
無
償
で

ア
ド
バ
イ
ス
、
支
援
を
お
こ
な
っ
て

い
た
だ
く
民
間
企
業

編
集
後
記

土地利用計画図（案）

まちのイメージ図

•

北
春
日
部
駅
西
口
か
ら
２
０
０

メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
面
積
は

約
４
０
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

•

駅
直
近
の
約
１
，
０
０
０
戸
の

閑
静
な
住
宅
地
を
整
備

•

住
宅
区
画
の
規
模

（
１
２
０
㎡
～
２
０
０
㎡
程
度
）

•

地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

生
活
利
便
施
設
、
地
区
の
特
性

に
関
連
す
る
施
設
の
配
置

（
例
：
食
料
品
店
、
衣
料
品
店
、

ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
、
書
店
、

カ
フ
ェ
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、

農
産
物
直
売
所
な
ど
）

•

あ
ら
ゆ
る
世
帯
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
施
設
、
地
区
の

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
施
設
の
配
置

（
例
：
銀
行
、
保
育
所
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
）

調整池
• 水害に強いまちをつくります
• 豊かな周辺の自然環境を活か
し、多くの世帯が楽しめる
親水空間として調整池の活用
を図ります

かえで通り
（シンボルロード）
• 地区の玄関口となるシンボル
ロードとして、地区住民や来訪
者が快適に買い物を楽しむこと
ができる賑わいのある空間を
整備します

低層住宅ゾーン
• 交通利便性の高さと豊かな自然
環境を活かして、子育て世帯
から高齢者世帯まで、幅広い
世帯が住み続けられる住宅地を
形成します

幹線道路
• 宮代町から通ずる幹線道路を
整備し、多くの人々を呼び込む
とともに安心・安全で人々に
優しい交通環境を形成します

※土地利用や立地施設等は現時点のイメージであり、今後の検討から具体的な計画としていきます

公園
• 地区住民が気軽に訪れ、遊び、
集える場として整備するととも
に、緊急時に対応できる防災
機能を兼ね備えた公園を整備
します

～

事
業
の
概
要

～

商業ゾーン
• 地区住民の暮らしを支える生活
利便施設の集積をはかるととも
に、地区の特性に関連する施設
の立地等により、地区の中心と
しての賑わいを創出します

暮らしの質向上ゾーン
• あらゆる世帯の暮らしを
豊かにするため、多様な
施設をバランスよく立地
するとともに、地区の
安全性を向上させる施設を
検討します

令
和
元
年
７
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編集・発行

～

主
な
土
地
利
用
の
内
容

～

蝉
の
声
に
暑
さ
を
覚
え
る

今
日
こ
の
頃
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
変
わ
ら
ず
ご
壮

健
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今

回
は
、
北
春
日
部
駅
周
辺
地

区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

当
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

北
春
日
部
駅
周
辺
の
良
好
な

立
地
環
境
を
活
か
し
、
駅
を

中
心
と
し
た
安
全
で
利
便
性

の
高
い
ま
ち
の
形
成
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

都
市
整
備
部

次
長

古
谷

悦
夫

※

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
図
や
主
な
土
地
利
用

の
内
容
は
、
現
時
点
の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
り
、
今
後
の
検
討
か
ら
具
体
的
な

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

Ｎ


